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吃
安
こ
と
俠
客
竹
居
安
五
郎

山
口
正
義

筆
者
が
所
属
し
て
い
る
古
文
書
研
究
会
で
嘉
永
六
年(

一
八
五
三)

の
五
日
市
村
（
東
京
都
あ
き
る
野
市
）
の
御
用
留
の
勉
強

を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
流
罪
地
の
新
島
を
島
抜
け
し
て
逃
亡
し
た
（
伝
達
の
）
文
章
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
胆
な
行
動

に
驚
き
、
興
味
を
持
ち
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。
御
用
留
め
の
概
要
は
、

「
嘉
永
六
年
六
月
九
日
唐
船
の
混
雑
に
紛
れ
て
流
人
た
ち
が
新
島
役
人
を
三
人
程
打
殺
し
島
を
逃
げ
去
っ
た
。
実
行
し
た
の

は
安
五
郎
・
丑
五
郎
・
貞
蔵
・
造
酒
蔵
・
角
蔵
・
源
次
郎
・
長
吉
の
七

人
。
鉄
炮
二
挺
鑓
一
筋
を
奪
い
網
代
湊
に
着
船
し
た
が
、
そ
の
後
一
切

分
か
ら
な
い
。
江
川
太
郎
左
衛
門
手
代
柏
木
捴
蔵
か
ら
藤
沢
宿
役
人
へ

通
達
が
あ
り
、
云
々
」

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
、
日
付
は
六
月
十
九
日
と
あ
り
、
七
人
の
人
相

書
き
も
あ
り
ま
す
。
主
謀
者
安
五
郎
の
人
相
書
は
「
甲
州
竹
井
村
無
宿

安
五
郎
、
年
四
十
二
才
、
顔
長
く
色
浅
黒
し
、
丈
高
ク

屋
セ
形
チ
、
口

大
キ
ク

髭
有
、
背
中
右
よ
り
左
ヘ

懸
ケ

古
キ

七
寸
程
之
突
疵
之
跡
有
之
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
大
館
村
無
宿

丑
五
郎
、
河
内
村
無
宿
貞
蔵
、
武

州
埼
玉
郡
岩
附
宿
之
内
市
宿
町
百
姓
音
五
郎
弟
源
次
郎
、
万
光
寺
村
無
宿

造
酒
蔵
、
草
加
宿
無
宿
入
墨
長
吉
」
と
も
あ
り
ま
す
。

「
竹
井
安
五
郎
」
で
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
「
竹
居
安
五
郎
」
に
つ
い

て
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
安
五
郎
は
甲
州
竹
居
村
（
笛
吹
市
）
出
身
の

有
名
な
俠
客
で
、
島
抜
け
の
身
な
が
ら
郷
里
の
竹
居
村
に
戻
っ
た
安
五

郎
は
村
の
た
め
に
九
年
余
り
活
躍
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
概
略
は
少
し

長
い
で
す
が
次
の
よ
う
な
も
の
で
す

甲
斐
国
八
代
郡
竹
居
村
生
ま
れ
。
本
名
は
中
村
安
五
郎
。
中
村
家

は
名
主
を
務
め
た
家
柄
。
安
五
郎
は
四
男
。
父
の
甚
兵
衛
は
無
宿

人
を
取
り
締
ま
る
郡
中
総
代
。
ど
も
り
が
あ
り
、
竹
居
の
吃
安
と

も
。

嘉
永
六
年
六
月
八
日
深
夜
、
安
五
郎
は
じ
め
と
す
る
流
人
の
七
人

が
新
島
か
ら
の
島
抜
け
を
行
う
。
伊
豆
国
を
管
轄
す
る
韮
山
代
官

所
が
黒
船
来
航
の
対
応
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
な
か
の
出
来
事
で
あ

っ
た
。
島
抜
け
に
際
し
て
島
役
人
宛
に
残
し
た
「
書
置
申
一
礼
之

事
」（
新
島
村
博
物
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
丑
五
郎
・
貞
蔵
・
角
蔵

の
三
人
は
前
年
の
嘉
永
五
年
四
月
十
五
日
に
島
抜
け
を
決
意
し
、

安
五
郎
に
計
画
を
持
ち
か
け
た
と
い
う
。
島
抜
け
の
当
日
深
夜
、

七
人
は
新
島
の
名
主
・
前
田
吉
兵
衛
宅
を
襲
撃
し
吉
兵
衛
を
殺

害
、
孫
の
弥
吉
を
縛
り
上
げ
負
傷
さ
せ
る
と
、
吉
兵
衛
宅
か
ら
鉄

砲
を
入
手
し
た
。
さ
ら
に
一
行
は
島
民
の
市
郎
左
衛
門
・
喜
兵
衛

宅
を
襲
撃
し
、
水
主
で
あ
る
両
名
を
拉
致
す
る
。
こ
こ
で
も
丑
五

か

こ

郎
は
殺
人
を
行
っ
て
い
る
。
一
行
は
漁
船
を
盗
む
と
島
抜
け
を
敢

嘉永6年御用留より(解読文は左）
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書
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右
島
相
破
り
其

御
筋
ゟ
御
渡
相
成
居
候
鉄
炮
弐
挺
鑓
壱
筋

盗
取
迯
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行
し
、
網
代
に
上
陸
し
た
。

網
代
か
ら
安
五
郎
は
甲
斐
境
村
名
主
の
天
野
海
蔵
や
伊
豆
田
方
郡
間
宮
村
の
博
徒
大
場
久
八
の
助
力
を
得
て
、
駿
州
往
還

も
し
く
は
富
士
山
麓
の
中
道
往
還
で
甲
斐
へ
逃
げ
帰
っ
た
と
さ
れ
る
。

帰
郷
後
は
黒
駒
勝
蔵
ら
の
子
分
を
得
て
故
郷
竹
居
村
を
拠
点
と
し
た
博
徒
と
し
て
復
帰
す
る
が
、
関
東
取
締
出
役
や
石
和

代
官
に
追
わ
れ
、
文
久
元
年(

一
八
六
一)

に
国
分
三
蔵
や
祐
天
仙
之
助
、
上
野
の
浪
人
犬
上
郡
次
郎
の
奸
計
に
よ
り
石
和

代
官
所
に
捕
縛
さ
れ
る
。
翌
年
三
月
に
甲
府
堺
町
の
牢
に
移
さ
れ
牢
内
で
死
去
。
享
年
五
十
二
。
墓
は
常
在
寺
、
浄
源
寺
、

仏
陀
禅
寺
の
三
箇
所
に
あ
る
。

「
無
宿
人
を
取
り
締
ま
る
家
柄
の
出
」、「
島
抜
け
に
際
し
て
残
し
た
古

文
書
の
存
在
」
、「
故
郷
に
帰
り
九
年
余
り
の
活
躍
」
、「
三
つ
の
墓
」、
何

れ
も
刺
激
的
で
す
。
こ
の
文
章
の
参
考
文
献
に
『
博
徒
の
幕
末
維
新
』（
高

橋
敏
、
ち
く
ま
新
書
）
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
購
入
し
て
み
ま
し
た
。
最

初
に
書
か
れ
て
い
た
の
が
趣
意
書
「
書
置
申
一
礼
之
事
」。
そ
の
概
要
は

こ
う
で
す
。

「
丑
五
郎
・
貞
蔵
・
角
蔵
の
三
人
は
去
年
の
四
月
に
島
抜
け
を
計
画
し
、

十
月
に
安
五
郎
に
計
画
を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
納
得
し
た
の
で
、
引
き
連

れ
て
い
く
仲
間
に(

造
酒
蔵
・
源
次
郎
・
長
吉)

を
加
え
た
。
当
所
の
百
姓

は
島
抜
け
に
必
要
と
あ
ら
ば
手
当
り
次
第
に
人
足
に
遣
う
の
で
承
知
下
さ

い
。
ま
た
市
郎
左
衛
門
と
弥
次
右
衛
門
の
二
人
の
流
人
に
対
す
る
身
分
不

相
応
の
不
届
き
は
目
に
余
る
の
で
見
せ
し
め
に
討
ち
果
た
す
。
さ
ら
に
再

々
抜
船
の
相
談
を
し
て
来
た
の
で
そ
の
中
か
ら
自
訴
す
る
も
の
が
あ
れ
ば

そ
れ
ら
も
討
ち
果
た
す
の
で
、
厄
介
で
あ
ろ
う
が
死
骸
の
取
片
付
方
を
頼

み
た
い
。
六
月
今
晩

丑
五
郎
・
貞
蔵
・
角
蔵

嶋
役
人
」

こ
の
文
章
力
や
筆
致
に
も
驚
く
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
役
人

へ
の
挑
戦
状
、
正
に
「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
安
五
郎
は
何
故
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
、
九
年

余
り
の
活
躍
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
時
期
、
黒
船
の
来
航
に
幕
府
は
狼
狽
、
混
乱
の
最
中
に

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
幕
府
の
対
応
は
ご
存
知
の
大
筒
の
鋳

造
と
砲
台
の
台
場
築
造
で
あ
り
、
先
頭
に
立
っ
て
対
応
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
が
江
川
太
郎
左
衛
門
で
し
た
。
勿
論
手
代
の

柏
木
捴
蔵
ら
も
含
め
て
島
抜
け
に
対
応
す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
緊
急
を
要
す
る
台
場
工
事
の
多

人
数
の
人
足
手
配
で
は
、
天
野
海
蔵
を
通
し
て
博
徒
の
大
場
久

八
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
海
蔵
と
安
五
郎
は
旧
知
の
仲
で
、

捴
蔵
と
久
八
は
腐
れ
縁
の
仲
で
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
安
五

郎
の
逃
亡
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
陰
に
陽
に
影
響
し
た
の
は
想

像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
ど
う
も
土
地
柄
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
笛
吹
川
は
昔
か
ら
洪
水
が
多
く
、
そ
の
為
か
竹
居
村
辺
り

「書置申一礼之事」

（新島村博物館から原文のコピーを送って頂きました）

書
置
申
一
礼
之
事

一
私
共
義
去
年
四
月
十
五
日
よ
り
此
度

之
一
件
相
談
合
き
ま
り
昨
年
十
月
十

八
日
安
五
郎
江
右
之
趣
掛
合
ニ
及
候
處
右

安
五
郎
得
心
仕
夫
ゟ
此
度
率
つ
れ
候

者
共
へ
段
々
手
當
等
致
此
度
為
致
供
候

且
亦
当
所
百
姓
共
之
義
者
手
当
り
次
第

人
足
ニ
遣
候
間
左
様
御
承
知
可
被
成
候
尚
亦

当
嶋
ニ

置
而
市
郎
左
衛
門
弥
次
右
衛
門
之
義
者

流
人
共
相
手
ニ
致
身
分
不
相
應
之
働
益
々

不
届
目
ニ
餘
り
遁
難
候
間
見
せ
し
め
之
為

打
は
た
し
申
候
扨
亦
再
々
抜
船
仕
候
相
談

致
其
中
よ
り
出
ち
う
し
ん
仕
候
者
共
ま
ゝ

有
之
故
右
之
者
共
ヲ
も
打
は
た
し
申
候
間

御
厄
介
ニ
者
候
得
共
死
取
か
た
付
頼
入
申
候

右
之
趣
如
斯
ニ
御
座
候

丑
五
郎

六
月
今
晩

貞
蔵

角
蔵

嶋
役
人

「書置申一礼之事」の解読文（古文書研究会で解読しました）
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は
争
い
ご
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
辺
り
を
知
る
友
人
に
よ
れ
ば
、
戦

後
に
な
っ
て
も
水
争
い
の
あ
っ
た
土
地
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
争
い
の

素
地
が
あ
る
か
ら
任
侠
・
博
徒
が
育
つ
環
境
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

三
つ
の
墓
は
何
れ
も
笛
吹
市
の
石
和
近
辺
に
あ
り
、
訪
れ
て
み
ま
し
た
。
戒

名
・
年
月
・
建
立
者
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

常
在
寺
の
墓
は
「
心
誠
院
諦
悟
日
道
信
士

嘉
永
七
年
十
二
月
五
日
安
五
郎

墓

竹
居
村
石
原
市
五
郎
建
立
」
と
あ
り
ま
す
。
市
五
郎
は
子
分
で
す
。
嘉
永

七
年
は
潜
伏
し
て
い
る
時
期
で
役
人
の
追
跡
を
か
わ
す
偽
装
工
作
と
し
て
建
て

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
浄
源
寺
の
中
村
家
の
墓
は
「
鐘
嶽

玄
徽
居
士

文
久
二
年
二
月
十
七
日

中
村
甚
兵
衛
建
之
」。
こ
の
日
は
捕
縛
さ

れ
入
牢
し
た
年
月
日
で
、
そ
の
日
を
死
亡
日
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
で

す
。
仏
陀
禅
寺
の
墓
石
は
最
初
、
牢
屋
に
近
い
接
慶
院
に
あ
っ
た
が
廃
寺
と
な

り
、
一
九
六
六
年
に
移
さ
れ
た
と
標
識
に
あ
り
ま
す
。「
心
岳
宗
安
禅
定
門

文

久
二
年
十
月
六
日
」。
文
久
二
年
三
月
十
二
日
ま
で
は
入
牢
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
日
付
が
本
当
に
亡
く
な
っ
た
日
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
何
れ
に

し
て
も
数
奇
な
運
命
を
物
語
る
よ
う
で
す
。
因
み
に
地
元
に
は
「
竹
居
の
吃
安
」「
黒

駒
勝
蔵
」
と
い
っ
た
銘
柄
の
日
本
酒
も
あ
り
ま
し
た
。

安
五
郎
以
外
の
六
人
の
そ
の
後
は
、
源
次
郎
・
造
酒
蔵
・
貞
蔵
は
捕
縛
さ
れ
処
刑
さ

れ
ま
し
た
が
、
丑
五
郎
・
角
蔵
・
長
吉
は
結
局
不
明
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
前
述
の
趣
意
書
「
書
置
申
一
札
之
事
」
に
つ
い
て
は
二
つ
の
疑
問
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
は
何
故
こ
の
よ
う
な
文
書
を
遺
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
名
主

ら
の
罪
人
に
対
す
る
仕
打
ち
へ
の
怒
り
か
ら
、
島
抜
け
に
際
し
て
憂
さ
晴
ら
し
に
書
い

た
と
い
う
の
が
一
つ
の
解
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
と
の

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
疑
問
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
文
書
が
後
世
に
遺
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

最
近
、『
裏
返
し
お
旦
那
博
徒
』（
高
橋
直
樹
、
文
藝
春
秋
、2001

年
）
と
い
う
小
説
を
読
み
ま
し
た
。
主
人
公
は
ま
さ
に
「
竹

居
の
吃
安
」
安
五
郎
で
す
。
こ
の
小
説
の
島
抜
け
は
次
の
よ
う
に
展
開
し
ま
す
。

ま
ず
島
抜
け
の
計
画
を
最
初
に
考
え
た
の
は
丑
五
郎
で
す
。
極
秘
に
仲
間
を
増
や
そ
う
と
し
ま
す
が
、
自
分
は
「

頭

」
に

か
し
ら

な
る
能
力
は
な
い
と
考
え
、
安
五
郎
に
頭
に
な
っ
て
く
れ
と
懇
願
し
ま
す
。
秘
中
の
秘
の
中
で
丑
五
郎
は
自
ら
書
い
た
趣
意
書

を
安
五
郎
に
見
せ
ま
す
。

趣
意
書
か
ら
眼
を
上
げ
た
安
五
郎
へ
、
丑
五
郎
は
強
く
言
い
切
っ
た
。

「
そ
い
つ
を
旦
那
へ
お
預
け
す
れ
ば
、
あ
っ
し
の
命
を
お
預
け
し
た
こ
と
に
な
り
や
す
」

「
た
し
か
に
預
か
っ
た
」

こ
う
し
て
安
五
郎
は
島
抜
け
の
頭
に
な
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。
は
じ
め
の
疑
問
が
解
消
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
丑
五

郎
は
安
五
郎
を
説
得
す
る
為
に
も
書
い
た
の
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

島
で
は
安
五
郎
は
「
裕
福
」
に
過
ご
し
て
い
て
、
常
吉
と
い
う
下
男
（
勿
論
罪
人
）
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。
島
抜
け
の
決
行

時
こ
の
常
吉
に
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
決
行
の
最
中
常
吉
を
縛
り
上
げ
同
行
さ
せ
て
い
た
。
い
ざ
島
を
離
れ
る
そ
の
時
に
、

最
後
に
（
船
に
）
乗
り
込
ん
だ
吃
安
が
、
別
れ
ぎ
わ
に
常
吉
へ
一
通
の
書
付
を
渡
し
た
。
丑
五
郎
の
趣
意
書
だ
。
一
味

全
員
の
名
を
書
き
加
え
、
公
儀
へ
の
声
明
文
と
し
た
。「
世
話
に
な
っ
た
な
」

浄源寺の墓 常在寺の墓仏陀禅寺の墓

吃安こと俠客竹居安五郎
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吃
安
は
「
行
っ
て
い
い
よ
」
と
肩
を
押
し
、
常
吉
は
趣
意
書
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
、
一
目
散
に
駆
け
だ
し
た
。

こ
れ
な
ら
後
世
に
趣
意
書
が
遺
る
の
も
わ
か
り
ま
す
。
作
家
の
創
造
力
は
凄
い
と
思
い
つ
つ
も
、
案
外
事
実
に
近
い
か
も
知

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
「
古
文
書
は
む
ら
」
第

号
、
平
成

年

月
）
を
追
記

8

28

3
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